
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前期児童生徒会の活動】 （生徒指導部）  
今年度も生徒会会長、副会長（各学部一人）、代表委員（各クラス一

人）の計１３名で活動しています。日々の活動では、代表委員会や全

校集会の運営、お昼の放送等に取り組んでいます。代表委員会では、

全校集会の係を決めるだけでなく、学校の代表として運動会や学習発

表会のスローガン決定にも携わりました。 

６月に行われた運動会では、会長挨拶や選手宣誓、ラジオ体操、ア

ナウンス等を一人一人がよりよい運動会になるよう何度も練習を重ね、

責任をもって行うことができました。 

前期の代表委員の活動は９月までとなり、１０月からは後期の代表

委員に引き継がれます。今後も児童生徒が主体となって学校全体を盛

り上げ、よりよい学校づくりに取り組んでくれることを期待していま

す。 

 

 

 

 

 

 

任命式           生徒会長挨拶（運動会）    選手宣誓（運動会） 

 

 

 

【前期現場実習】 （高等部） 
６月１５日（月）～６月２６日（金）の２週間、高等部生徒が校内、校外で実

習体験を行いました。校内実習では、地元酒蔵メーカーである山名酒造様

のお酒「奥丹波」の瓶に掛ける木札作りとおもちゃの袋詰めの作業に取り組

みました。校外実習では、スーパーマーケット、ファストフード店、製造工場、こ

ども園、農園などの地元企業や就労継続Ａ型、Ｂ型、生活介護施設などの福

祉事業所で実習体験をさせてもらいました。１年生は初めて校内実習を経

験し、先輩たちの働く姿を見たり、様々な作業に取り組んだりする中で、働く

ために必要な力について実感する機会になったと思います。先輩方同様、自

分の進路について考え、目標に向かって一歩一歩進んでほしいと思います。 

保護者の皆様にはこの間、準備やお弁当、送迎をしていただきありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

【兵庫県特別支援学校技能検定】 （キャリア教育部） 
技能検定とは、特別支援学校高等部の生徒が自立し社会参加するため

に学校の中で身に付けてきた就労に関する力を公的に証明するために、兵

庫県独自で進めている事業です。本校では、社会コースの生徒を対象に職

業の授業で各部門の学習（実技）に取り組んでいます。また、受検希望者に

は、夏休み中に補習を実施し、本番に臨みました。今年度は、１３名の生徒が

技能検定受検を希望し、それぞれの希望部門（物流・品出し、ビルクリーニン

グ）に挑戦し、試技の結果に合わせた認定級をもらいました。なお、パソコン

部門は１１月末に予定しています。 

 

 

 

 

文字・イラスト 小学部・高等部 

丹波市春日町棚原３０９８-１ TEL： ０７９５-７５-１７３７ 

Email： Hikami_shien@pref.hyogo.lg.jp 

URL: http//www.hyogo-c.ed.jp/~hikami-sn/ 

 

兵庫県立氷上特別支援学校  ９月号  ２０２６.９.２５ 発行 



【研修紹介① 教材展】 （研修支援部） 
毎年夏休みに行っている教材展ですが、本年度は現役の小学校教諭で

あり、全国各地での特別支援教育教材展示会の開催や多数の著書を出版

されている「いるかどり」様を迎え、研修を行いました。 

前半は、「子ども主体で考える自立活動の授業づくり」というテーマでの

講演でした。得意なことに着目し、子ども達の「できた！」を引き出せるような

指導・支援を行うためのポイントを、わかりやすくお話していただきました。ま

た、自立活動の授業を行う際に大事にしなければならない視点についても

学ぶことができました。 

後半は、実際に使われている手作り教材に触れさせていただき、ねらいに

沿って効果的に学べる教材とは何かを具体的に知ることができました。どの

教材もカラフルで操作しながら学べる工夫が凝らされており、子ども達が楽

しみながら力を伸ばせるものばかりで、大変参考になりました。 

丹波市内や近隣の学校に案内したところ、多くの先生方にお越しいただ

きました。 

「楽しくて大変勉強になった」「子どもの姿を思い浮かべながら見られた」

など、たくさんの感想をいただき、地域の特別支援教育に関する指導力向上

の一端を担うねらいも果たせたのではと感じています。 

 

 

 

教材展会場（教材に触れながら使い方を学んでいる様子） 

     

 

【研修紹介② 不審者対応訓練】  
7月 22日（水）、丹波市警察署の方を講師として招き防犯訓練を実施し

ました。今回は、不審な人物が学校敷地内に侵入した場合を想定し、訓練を

行いました。不審な人物が学校に侵入した場合、いかに教室や生徒に近づ

けさせず不審者を引き離すのかや、初期行動の重要性を職員全員で再確

認しました。警察署の方にはより早く警察に連絡をして助けを呼ぶことや、い

かに警察が到着するまでの間、児童に近づけさせないよう時間を稼ぐより良

い方法を教えていただきました。さすまたの使い方も警察署の方にご指導し

ていただき、よりいっそう児童生徒が安全に生活することのできる学校にして

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信『どんぐり』は、隔月発行です。 

（4月、６月、9月、11月、1月、3月を予定） 

毎月の行事予定につきましては、各学部通信 

または、本校内 HP「年間・月別行事予定」 

（２次元コード参照）をご覧ください。 


